
 

                           
 

平成１８年２月１７日 

各      位 

会 社 名  東 新 住 建 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 深川 堅治 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード１７５４）  

問合せ先 

役職・氏名 常務取締役経営推進本部長 飯野  磨 

電話 ０５８７－２３－００１１ 

 

平成１８年６月中間期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成１８年６月中間期(平成17年7月1日～平成17年12月31日)の業績予想につきまして、平成17年8月

12日付当社「平成17年6月期決算短信（連結）」および同日付当社「平成17年6月期個別財務諸表の概

要」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
 
１．平成１８年６月期中間連結業績予想数値の修正（平成 17 年 7月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４０,４７２ ３５８ ３３ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３７,０６２ △６３０ △７６５ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３,４０９ △９８８ △７９８ 

増 減 率            （％） △８.４％ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 6月中間期） 

２９,０１８ △４５９ △４２２ 

 
２．平成１８年６月期中間個別業績予想数値の修正（平成 17 年 7月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３８,３１２ ６３９ １７９ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３４,５１４ △３６１ △５８４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３,７９７ △１,０００ △７６３ 

増 減 率            （％） △９．９％     －     － 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 6月中間期） 

２７,６８７ △３５９ △３１９ 



 

３．修正の理由 

  （連結） 

売上高につきましては、昨年１２月の記録的大雪の影響で、建物の完成引渡しが遅延したこと

などにより、当初予想より３４億９百万円減少し３７０億６２百万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、売上高が減少したこと、また新規営業所の開設による先行投資費用

が増加したことなどにより、当初予想より９億８８百万円減少し６億３０百万円の経常損失となる

見込みであります。 

中間純利益につきましては、上記の理由により７億６５百万円の中間純損失（当初予想比：７億

９８百万円の減少）となる見込みであります。 

   

  （個別） 

主な修正理由につきましては、連結の修正理由に記載のとおりであります。 

 
４．通期の見通し 

通期の見通しにつきましては、受注高が前年に比べ好調に推移しておりますので、当初予想ど
おり変更はありません。 
 

（ご参考） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

平成１８年６月期連結業績予想 ９０,４４３ ３,６１８ １,６５５ 

平成１８年６月期個別業績予想 ８４,５６６ ３,３９７ １,５５８ 

 

 

 

 

 

以  上 

 


